ぼつ こ 

ぼくらの 方の、 ざしき 童子の はなしです。 

あかるい ひるま、 みんなが 山へ はたらきに 出て、 こ 

* 一 わ 

どもが ふたり、 庭で あそんで おりました。 大きな 家に 

だれもお りませんで したから、 そこら はしん としてい 

ま ^9 

ところが 家の、 どこかの ざしきで、 ざ わつ ざ わつ と 

ほうき 

箒 の 音が したので す。 

力た 

ふたりの こども は、 おた がい 肩に しっかりと 手 を 組 

みあって、 こっそり 行って みました が、 どの ざしきに 

力た な はこ 

もたれ もい ず、 刀の 箱 も ひっそり として、 かきねの 



なく、 それでも やっぱり、 どう 数えても 十一 人 だけお 

リ ました。 その ふえた 一 人が ざしき ぼつ こなの だぞ と、 

おとな い 

大人が 出て 来て 言いました。 

けれども たれが ふえた のか、 とにかく みんな、 自分 

だけ は、 どうしても ざしき ぼつ こで ない と、 一生 けん 

命 眼 を 張って、 きちんと すわって おりました。 

こんなの が ざしき ぼ つ こです。 

それから またこう いうので す。 

さゆう 

ある 大きな 本家で は、 いつも 旧の 八月の はじめに、 

^来さ まのお まつりで 分家の 子供ら をよ ぶので したが、 



さ <b さ さいと-つ 

更 木の 斎 藤へ 行く よと 言った。 岸に ついたら 子供 はも 

ういず、 おら は 小屋の 入口に こしかけ ていた。 夢 だか 

なんだか わからない。 けれども きっと 本当 だ。 それ か 

ら笹 田が おちぶれて、 更 木の 斎 藤で は 病気 もす つかり 

直った し、 むすこ も 大学 を 終わった し、 めきめき 立派 

になった から」 

こんなの が ざしき 童子です。 
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